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 質 問 者  宮 坂 千 尋   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 令和３年８月に開園されたマッシュパーク女川。

海から遊びに来た生きものたちをイメージした「遊

べるアート」は、子どもや子育て世代にとって感性

を育む場所となっています。 

特に公園のシンボル「うみうしくん」。ウミウシ

は見た目の美しさから「海の宝石」と呼ばれてお

り、飼育可能な生き物です。遊具で遊ぶほかに、命

の大切さを学んだり、生物の生態を調べ海への愛着

を深めるなど、地域の特性と関連付けた独自の強み

を活かすことで、女川らしい魅力を引き出せるので

はないでしょうか。そこで伺います。 

（１）これまで議会でも、公園利用者の熱中症対策

として「日かげ」が必要と課題が示され、執行

部でも植栽やテント設置等の対応を行ってきた

と思います。 

女川スタジアム付近に設置された、東日本大

震災後に中村雅俊さんから寄贈された「オレン

ジハウス」。常時施錠管理されていて利用者が

ないと伺いましたが、海岸広場、特にマッシュ

パークの近くへ移設し、日中の公園利用者が休

憩する場所として活用してはどうですか。 

１ 地域の魅力を活かした

マッシュパークの活用を 
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 質 問 者  宮 坂 千 尋   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（２）女川は海の見えるまちづくりをコンセプトに

新しいまちづくりが行われてきました。 

オレンジハウスを移設することで、公園利用

者の休憩場所にとどまらず、いろいろな活用が

できると思います。 

町の魅力の一つとして海は欠かせないもので

あり、公園のシンボルとなるウミウシの飼育や

生態の紹介、海の生きものの展示を行うこと

で、子どもたちが海と触れ合って地域の魅力を

感じ、ふるさと女川への想いを深める機会にも

なると思います。海岸広場全体としての魅力を

高め、多くの方に利用してもらうための活性化

対策としてはどうですか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 
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 質 問 者  宮 坂 千 尋   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 自治体公式ＬＩＮＥは全国的に活用が広がってい

ます。スマートフォンは、情報発信の即時性に優れ

ており、災害時や緊急時には優位性をも発揮しま

す。本町ではＸ（旧 Twitter）公式アカウントから

情報が発信されていますが、ＬＩＮＥを提案する理

由として、幅広い世代で利用者が多く、プッシュ通

知の強みが最大限生かせることです。通知によっ

て、ユーザーがアプリを使用していない状況でも、

情報を通知することができ、開封率が高まります。  

町政一般、イベント、子育て、防災防犯情報な

ど、欲しい情報を選んで受け取る利便性も良く、メ

リットが多くあげられます。 

 鹿児島県和泊町の自治体公式ＬＩＮＥの活用例と

して、話題の大谷選手のグローブが届いたことや、

期間を設けて町の図書館に展示されることが発信さ

れていました。本町でも、イベントや企画が多いこ

とから、緊急時に限らず、正しい情報を伝えること

は町民のために必要なものと考えます。 

 女川町公式ＬＩＮＥの運用、導入の検討について

伺います。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

２ 女川町の広報戦略に

ついて 
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 質 問 者  隅 田   翔   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（１）令和６年１月１日に発生した令和６年能登半

島地震では、住宅の倒壊など甚大な被害が発生

しました。本町では１月９日に職員を派遣する

など支援が行われてきましたが、これまでの被

災地支援の取組について伺います。 

（２）本町もいたる所に募金箱が設置され、町民が

被災地へ心を寄せ支援の輪が広がっています。

東日本大震災から復興へと歩みを進めてきた本

町だからこそ、力になれる部分があります。 

今後、どのような支援を行なっていくことが

重要と考えるか、町長の見解を伺います。 

（３）防災ハザードマップの更新や備蓄品の見直し

も指摘されています。防災や減災の取組に限界

はありません。本町としても令和６年能登半島

地震を教訓にして、今一度災害に対する備えを

確認しなければいけません。 

防災対策について強化すべき点について見解

を伺います。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

１ 令和６年能登半島地震

への支援について 
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 質 問 者  隅 田   翔   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 本町は、令和８年４月１日に町政施行1 0 0年の

大きな節目を迎えます。１世紀に一度しか訪れる

ことがないこの時は、これまで町を築いてきた先

人達を敬い、本町の発展に貢献してきた全ての方

に感謝を示し、皆で祝う機会ではないでしょうか。 

そして、「ふるさと女川」への愛着や誇りを高め

ながら、新たな1 0 0年へと町政を推進していく好

機と考えます。 

（１）町政1 0 0周年事業に向けての町長の意気込み

について伺います。 

（２）今後、事業実施に向けて方針や体制等の骨子

作りから、具体的な企画立案や準備といった各

段階を踏み進んでいくと思いますが、どのよう

なスケジュール感で進めていくのか伺います。 

（３）事業の機運を醸成するには町民や関係者が関

わりたいと思う仕掛けが重要と考えます。事業

公募等で参画意識を高めることや、町民の関心

の高いペタンクやグラウンドゴルフ等の記念大

会の実施も事業の推進につながると考えますが

主体的な関わりを促す取組について伺います。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

２ 町政1 0 0周年事業に

ついて 
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 質 問 者  阿 部   薫   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 令和６年を迎え、１月１日午後４時10分に激震が

走りました。令和６年能登半島地震での甚大な被害

は、13年前に我々も東日本大震災に遭遇したことか

ら、地震、津波被害を受け避難を余儀なくされた境

遇をテレビや新聞等の報道で目にするたびに心が痛

みます。本町からも早々に職員の現地派遣を行うな

ど、最大限の援助を行っている旨認識しています。 

 特に奥能登半島各地に発生した海底隆起といった

想定外の事案、また、幹線道路の寸断という深刻な

被害状況を目の当たりにし、我々も13年前の被害状

況を振り返る必要があると思い、町内港湾、漁港施

設の安全対策について伺います。 

（１）女川湾内、北浦・五部浦地区、出島、江島に

おける漁港の隆起変動は。 

（２）各港に設置済みの救難用はしごの安全性に問

題はありませんか。また、震災後の予定設置数

量に対する設置完了数と今後の設置計画は。 

（３）12月に見込む出島架橋開通後の出島・寺間

地区は、来島者、観光客の増加といったこと

も予想されますが、漁港での安全対策は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

１ 港湾、漁港の現況と

安全対策確立を 
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 質 問 者  阿 部   薫   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

令和３年３月発行の災害から身を守るための女

川町防災ハザードマップに掲載されている指定避

難所に関して、宮城県の津波浸水区域の設定に伴

う見直し案について伺います。 

（１）現在の指定避難所の町内総数は。 

（２）水害、土砂災害、高潮、津波、原子力災害

等における各地区避難所の見直し案は。 

（３）例えば避難所用地の提供について提案が

あった場合の当局の対応は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

２ 指定避難所の今後は 
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 質 問 者  鈴 木 良 徳   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 出島架橋完成行事の 

計画は   

 

 

 

 

 

 

２ 学校部活動地域移行

の準備状況は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）令和６年度の事業計画において、12月完成予

定の出島架橋完成記念事業の概要は。 

（２）女川町スポーツ協会では、うみねこマラソン

大会復活も視野に、架橋を駆け抜けるロード

レース開催の考えもあるようですが、町当局の

共催等協力体制の考えは。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

（１）令和５年度から令和６年度以降の本町におけ

る学校部活動地域移行の進捗と課題は。 

（２）国県として、市町村として、部活動の学校教

育の一環としての位置づけが、将来的に社会教

育に移行する流れですか。 

（３）学校部活動は、仮に地域移行型になったとし

ても学校密着型部活動が理想と考えますが、町

としての考えは。 

（質問の相手：町長・教育長・担当課長） 
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 質 問 者  髙 野   晃   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 令和６年能登半島地震は原発の安全について、い

くつかの課題を私たちに突き付けています。女川原

発を抱える私たち町民も他人事ではないと思ってい

ます。そこで、町長の見解と認識を伺います。 

（１）能登半島地震は北陸電力の予想を上回る活断

層の動きがありました。想定は96ｋｍでしたが

実際は1 5 0ｋｍ程度にわたって動いたとされ、

想定が甘かったと言わざるを得ません。女川原

発でも周辺半径30ｋｍにある活断層において連

動する恐れはないかもう一度調査をすべきでは

ありませんか。 

（２）能登半島地震の際にモニタリングポスト等が

欠測した事態を受け、女川町周辺のモニタリン

グポストの状況はどうなっていますか。 

（３）能登半島地震を見て、多くの町民から「逃げ

ることができるのか」、「損壊した家にいて大

丈夫か」などの不安が寄せられています。避難

計画の見直し、改善が必要ではありませんか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

１ 住民の不安に向き合う

原発行政を 
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 質 問 者  髙 野   晃   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（１）民有空き地で雑草が生い茂っているところ

が以前から見受けられますが、近隣の住民か

らの相談や苦情等はありませんか。 

（２）町では民有空き地の雑草問題について、ど

のような対応をとってきましたか。 

（３）民有空き地の雑草等の除去に関する条例も

しくは個別政策の制定を。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

加齢性難聴は、加齢に伴い音を感じる細胞が減

少することで聴力が低下する障害で、40歳代から

始まり75歳以上では約半数が難聴に悩んでいると

いわれます。こうした難聴の影響は、危険の察知

や人とのコミュニケーションがうまくいかなくな

るとともに孤立やうつ症状、認知症の発症リスク

を大きくするとも言われています。 

（１）本町における加齢性難聴の方の把握はして

いますか。 

（２）町の健康診断に聴力検査の項目を。 

（３）補聴器購入補助の検討を。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

２ 民有空き地の雑草問題

について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 加齢性難聴に問題意識

を 
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 質 問 者  阿 部 律 子   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 令和６年１月20日実施された原子力防災訓練です

が、私は登米総合体育館まで移動し、１月１日発生

の能登半島地震のような状況になったら、どのよう

な避難ができるのだろうかとの思いで視察してきま

した。 

 今回の住民参加者約2 0 0人のうち女川町民は33人

参加とのことですが、次の点について伺います。 

（１）町民33人の参加に至った経緯と、今後、参加

住民を大幅に増やすための具体策は。 

（２）今回の携帯アプリ活用の状況と活用できない

人への対応は。 

（３）能登半島地震を受けて（津波、道路の寸断、

家屋の倒壊、モニタリングポストの損壊、停電

等）の避難計画、避難訓練に活かすべき教訓は 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

 

 

１ 能登半島地震の教訓

と避難訓練 
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 質 問 者  阿 部 律 子   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 「国民健康保険税が高くて支払いが大変」、「将

来は県内の高い保険税に統一されるのですか」等の

不安の声が多く聞かれます。 

 2018年に始まった「国保の都道府県単位化」から

６年が経ちました。 

 町の努力もあり、２億円の繰入れを行ったことで

大幅な負担増は避けられていますが、現状と今後の

課題等について伺います。 

（１）国保財政の現状についてですが、以前全国知

事会で国へ１兆円の財政支援を行ってきた経緯

等も含めて、取組状況を伺います。 

（２）滞納状況の実態と短期被保険証の取扱いにつ

いては。 

（３）今後の県単位化の見通しと課題は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

２ 「国保の県単位化」の

現状と課題は 
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 質 問 者  鈴 木 公 義   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 国立社会保障・人口問題研究所の「将来推計人口

では、2050年の宮城県の人口が1 8 2万人という予測

がされました。前回に比べ減少スピードが加速して

います。県内市町村別の推計では、本町は52.4％減

の3062人になり、減少率は県内で４番目となってい

ます。 

（１）本町での人口減少に対する見解、移住施策等

の人口減少対策を伺います。 

（２）活性化により、人口減少対策の一助となりう

る町民会議のこれまでの動きについて伺います 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 近年の地球温暖化の影響と見られる周辺の海水温

度の変化により、本町の水産業にも不気味な影が近

づいています。サンマの不漁、小型船によるイサダ

漁等春漁の不漁もあり、水産加工業者の原料不足が

見られます。水産養殖にいては、ホタテ、カキ、ホ

ヤ等へい死が多くなっています。昨年の夏は、地球

沸騰化という言葉も生まれました。 

（１）水産加工業者、流通業者に対し、行政として

できることは。 

１ 人口減少対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 水産振興について 
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 質 問 者  鈴 木 公 義   
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（２）漁業、水産養殖業者に対する施策は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 １月１日に発生した地震により、甚大な被害を

受けた能登半島に向けて各地、各方面から支援の

輪が広がってきているところです。 

（１）これまでの本町の動きと今後の支援計画は。 

（２）復興期において、震災を経験した本町だか

らこそできる助言や、反省点を伝えることが

できると思いますが。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

３ 能登半島に思いを 

馳 せ て 
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